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るように積み重ね、記憶を記録していくことを意識し、時との関わりの表現を試みている。提出作品３
「ほのかにゆれうごく みどりのしとね」は、苔や粘菌等をモチーフとし、身の回りの些細な事の積み
重ねが大きな流れを創り上げ、力強い生命の息吹となる事を考え表現したものである。三作に共通する
金属の着色は、アンモニアガスの封入による緑青着色で、落ちついた深い青を獲得し、作品の効果に大
きく関わっている。全体を通して伝わってくる繊細な中での芯のある造形は魅力的で、申請者の意図す
る水を基本とした表現は生命力の喚起、時間の重層性を展開しており、今後の制作に期待できる内容で
ある。テーマと作品、技術が融合して深い世界観を創出しており、博士の学位授与に価する秀作である
と審査員一致の評価を得た。 
 論文については、中間審査を２回と最終審査を実施した。提出論文は、五つの章と予備検討で構成さ
れている。申請者の作品制作の根源となる自然観から、自身の記憶と感情の把握、そして作品への展開
について述べ、その裏付けとなる制作のための鋳金技法についての研究結果につながる。最後に作品の
コンセプトとその背景について述べている。一般的論文との比較において本申請論文は成立するのかと
審査の中で議論されたが、内面的展開から、作品の制作に基づいた展開への流れは、芸術系博士論文の
一つの方向性を示しているとの評価を得た。 
 これらのことを総合して、本申請論文、申請作品の内容は、博士（美術）の学位を授与することに十
分な水準に達していると判断するものである。 
 
